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●ロシア（極東）　　　　　　　

ロシアへのCOVID-19第二波の到来
2020年11月4日現在、世界における新型

コロナウイルス（COVID-19）の感染者数
は4789万人、死者数は122万人を上回っ
た1。欧米諸国においては10月にはいって
新規感染者数が急激に増加しており、冬
を目前にコロナ第二波が到来するという危
機的な状況に直面している。これをうけて
欧州の特に感染状況がひどい国ではロッ
クダウンや自粛規制の強化などの対策が
取られるようになった。

ロシアでもまた感染状況が急激に悪化
している。1日あたりの新規感染者数は9月
中盤まで減少傾向にあったが、最近になっ
て急速に増加している。2020年11月4日現
在の感染状況は、感染者数169万3454人
（人口100万人当たり1万1602人）、死亡
者数は2万9217人（100万人あたり200人）
である。ロシアは、アメリカ合衆国、インド、ブ
ラジルに次いで感染者数が多い第4位の
コロナ感染大国である。ただし、検査数が
6240万件（世界第4位）と多いことも関係
しており、人口100万人当たりの感染者数
（61位）と死亡者数（52位）は、世界で最

も悪い状況にあるというわけではない。感
染者100人に対する死亡者数（死亡率）
は、1.72人（％）であり、これは、感染者数10
万2281人、死亡者数1780人の日本の死
亡率1.74人とほぼ同じ水準である。
このようにロシアでもまた新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大の第二波が懸念
されている。しかし、プーチン大統領自身
は、地域によって状況は異なり、第一波が
すべての地域に到達しているわけではな
いため、第二波を問題とする状況ではない
というスタンスをとっている。ロシアでは、「ス
プートニクV」と「エピバクコロナ」という2種

1 この動向分析の中で用いているCOVID-19の感染状況に関する情報は以下のウェブサイトなどから得ている。
ロシア情報公式ポータルサイト： ； Our World in Data： 。

図　ロシアにおけるコロナ感染者数の推移

出所：筆者作成：Our World in Data：https://ourworldindata.org/coronavirus
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類の国産の新型コロナウイルス予防ワクチ
ンが承認薬として登録され、臨床試験と大
量生産が進められている。

2020年前半のロシア経済
最新の国民経済計算統計（2020年9

月9日）によれば、2020年第2四半期におい
て、ロシアの名目国内総生産（GDP）は23
兆2881億ルーブル、前年同期比で8.0％の
実質減となった。季節調整済み固定価格
GPDでみると、第2四半期のGDPは第1四
半期と比べて3.2％縮小した。経済発展省
は、第3四半期の経済縮小を3.8％減、1－
9月で3.5％減と予測している。このような経

済縮小の背景には、新型コロナウイルス感
染拡大への対策として実施された「非労
働日」体制による経済活動の自粛があっ
た。この間に、第2四半期の固定資本投資
は対前年同期比7.6％減、鉱工業生産は
6.5％減というように生産活動が停滞した。
鉱工業生産は第3四半期5.0％減、月次で
は4月から9月にかけて平均6％弱の生産
縮小が続いており、今のところ経済回復の
兆しは見えてこない。また、貨物輸送量も
2020年を通して減少が続いている。
その一方で国内消費に関しては、対前
年同期比で16.0％の実質減となった第2
四半期の小売売上高は、第3期において

2.5％減まで、縮小幅が小さくなった。経済
発展省によると、9月に入って自動車販売
が対前年同期比で増加し、消費関連サー
ビスの回復も続いているという。実質貨幣
可処分所得も第2四半期の8.4％減から第
3四半期の4.8％減へと実質減の幅が小さ
くなっている。また、消費信頼感指数は、第
2四半期においてマイナス30％を記録した
が、第3四半期には8％ポイント上昇し、マイ
ナス22％となった。

ERINA調査研究部研究主任
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
GDP・実質成長率（％）（1） 4.0 1.8 0.7 ▲ 2.0 0.2 1.8 2.5 1.3
固定資本投資・実質増減率（％）（2） 6.8 0.8 ▲ 1.5 ▲ 10.1 ▲ 0.2 4.8 5.4 1.7
鉱工業生産高・実質増減率（％）（3） 3.4 0.4 2.5 0.2 1.8 3.7 3.5 3.3
輸送貨物量・実質増減率（％）（2） 2.9 0.6 ▲ 0.1 0.6 1.8 5.6 2.7 0.6
小売売上高・実質増減率（％）（2） 6.3 3.9 2.7 ▲ 10.0 ▲ 4.8 1.3 2.8 1.9
実質貨幣可処分所得・増減率（％）（2） 4.6 4.0 ▲ 1.2 ▲ 2.4 ▲ 4.5 ▲ 0.5 0.1 1.0
消費者物価（％）（4） 6.6 6.5 11.4 12.9 5.4 2.5 4.3 3.0
輸出額（10億ドル、通関データ）（5） 524.7 527.3 497.8 343.5 285.8 357.8 449.6 424.4
輸入額（10億ドル、通関データ）（5） 317.2 315.0 286.7 182.7 182.3 227.5 238.5 244.3
為替相場（ドル／ルーブル）（6） 30.4 32.7 56.3 72.9 60.7 57.6 69.5 61.9
原油価格（ブレント、ドル／バレル）（7） 111.6 108.6 99.0 52.3 43.6 54.1 71.3 64.3

2018 2019 2020
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

GDP・実質成長率（％）（1） 2.2 2.6 2.5 2.8 0.4 1.1 1.5 2.1 1.6 ▲ 8.0 -
固定資本投資・実質増減率（％）（2） 6.2 5.5 10.4 1.9 0.9 1.2 1.7 2.3 1.2 ▲ 7.6 -
鉱工業生産高・実質増減率（％）（3） 2.9 2.9 2.9 5.4 3.1 3.0 4.3 2.8 2.9 ▲ 6.5 ▲ 5.0
輸送貨物量・実質増減率（％）（2） 2.6 3.3 2.7 2.2 2.3 1.4 ▲ 0.2 ▲ 0.7 ▲ 3.9 ▲ 8.3 ▲ 5.5
小売売上高・実質増減率（％）（2） 2.7 3.1 2.7 2.8 2.3 1.9 1.2 2.1 4.4 ▲ 16.0 ▲ 2.5
実質貨幣可処分所得・増減率（％）（2） 1.0 0.2 ▲ 0.0 ▲ 0.8 ▲ 1.7 1.0 2.9 1.8 0.7 ▲ 8.4 ▲ 4.8
消費者物価（％）（4） 2.2 2.4 3.0 3.9 5.2 5.0 4.3 3.4 2.4 3.1 3.5
輸出額（10億ドル、通関データ）（5） 103.0 110.2 112.2 124.2 104.8 101.9 104.3 113.4 89.9 69.3 -
輸入額（10億ドル、通関データ）（5） 54.7 61.0 60.1 62.6 53.4 59.6 62.8 68.5 53.5 52.0 -
為替相場（ドル／ルーブル）（6） 56.4 62.5 65.5 67.3 65.5 64.3 64.8 63.3 69.3 71.5 75.9
原油価格（ブレント、ドル／バレル）（7） 66.8 74.5 75.2 67.7 63.2 68.9 61.9 63.4 50.4 -

2019
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

経済基礎部門商品・サービス生産高 0.3 1.8 0.5 2.6 ▲ 0.8 1.3 2.9 2.5 3.9 4.0 1.8 2.1
鉱工業生産高・実質増減率（％）（3） 2.6 4.1 2.7 5.1 0.9 3.1 4.3 3.8 4.9 4.3 1.4 2.7
輸送貨物量・実質増減率（％）（2） 2.4 1.9 2.5 2.6 1.0 0.6 ▲ 0.8 ▲ 0.2 0.6 0.3 ▲ 1.2 ▲ 1.3
小売売上高・実質増減率（％）（2） 2.2 2.3 2.4 2.0 1.9 1.8 1.5 1.1 0.9 1.9 2.6 1.8
消費者物価（％）（4） 1.0 0.4 0.3 0.3 0.3 0.0 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.1 0.3 0.4
輸出額（10億ドル、通関データ）（5） 32.4 35.2 37.2 36.6 32.7 32.7 33.8 34.6 35.8 37.4 36.2 39.8
輸入額（10億ドル、通関データ）（5） 15.6 17.6 20.2 21.0 19.2 19.4 21.5 21.2 20.1 23.1 22.3 23.1
為替相場（ドル／ルーブル）（6） 66.1 65.8 64.7 64.7 65.1 63.1 63.4 66.5 64.4 63.9 64.1 61.9
原油価格（ブレント、ドル／バレル）（7） 50.4 29.3 43.0 71.2 71.3 64.2 63.9 59.0 62.8 59.7 63.2 67.3
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2020
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

経済基礎部門商品・サービス生産高 1.7 3.5 0.6 ▲ 10.0 ▲ 10.6 ▲ 8.1 ▲ 5.7 ▲ 5.2 -
鉱工業生産高・実質増減率（％）（3） 1.5 4.8 2.4 ▲ 4.5 ▲ 7.9 ▲ 7.1 ▲ 5.9 ▲ 4.2 ▲ 5.0
輸送貨物量・実質増減率（％）（2） ▲ 4.0 ▲ 0.5 ▲ 6.7 ▲ 6.0 ▲ 9.4 ▲ 9.6 ▲ 8.3 ▲ 4.9 ▲ 3.4
小売売上高・実質増減率（％）（2） 2.7 4.7 5.7 ▲ 22.6 ▲ 18.6 ▲ 7.1 ▲ 1.9 ▲ 2.7 ▲ 3.0
消費者物価（％）（4） 0.4 0.3 0.5 0.8 0.3 0.2 0.3 ▲ 0.0 ▲ 0.1
輸出額（10億ドル、通関データ）（5） 30.9 28.9 30.2 24.1 20.9 24.2 23.8 23.1 -
輸入額（10億ドル、通関データ）（5） 16.1 17.9 19.6 16.8 16.7 18.5 18.8 19.0 -
為替相場（ドル／ルーブル）（6） 63.0 67.0 77.7 73.7 70.8 70.0 73.4 74.6 79.7
原油価格（ブレント、ドル／バレル）（7） 63.7 55.7 32.0 18.4 29.4 40.3 43.2 44.7 40.9

0202は率長成別期半四。るあで）トイサブェウ・トッタススロ（値新更日1月4年0202、は年4102、）日12月01年0202（数指格価年8102はてし関に降以年5102は率長成次年 ）1（
年6月18日更新値である。

。るあで値数の）日2月11年0202（』）月9年0202（標指済経期短アシロ『）2（
ターデ次月・期半四びよおターデ次年。くづ基に類分門部業産の版2第・DEVKOは値数の降以年4102。るあで版1.1第・）DEVKO（類分動活済経アシロ全は値数のでま年3102 ）3（

。るあで値数の）日2月11年0202（』）月9年0202（標指済経期短アシロ『にもとは
（4）ロススタットウェブサイト掲載値（2020年10月8日更新値）。年次データは前年12月比、四半期データは対前年同期比、月次データは前月末比の増減率である。
（5）UISISデータ（2020年10月23日更新値）。

。値均平月か３は期半四。値数の末期、はターデ次月・次年。）日2月11年0202（』）月11年0202（標指済経期短アシロ『）6（
（7）スポット価格。四半期データは、月次データの平均値。アメリカ合衆国エネルギー省（2020年11月4日更新値）。

アシロ（』）号月5年0202（勢情済経会社アシロ『；）庁計統家国邦連アシロ（』）号月9年0202（標指済経期短アシロ『；値新最トイサブェウ）トッタススロ（庁計統家国邦連アシロ ）所出（
連邦国家統計庁）；省庁間統一情報統計システム（UISISデータベース）。




